
Keyword

その他の研究テーマ

スーパーコンピュータを用いた
高精度耐震解析システムの開発と
鋼橋の地震時崩壊挙動の解明
研究シーズの紹介

高精度
シミュレーション技術

●信頼性の高い高精度の数値解析により構造物の崩壊挙動を予測
●想定外の地震作用に対する構造物の崩壊性状を制御
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地震時に構造物がどのように壊れるのか？またある部位が
壊れたとしても，構造全体として安全な範囲であるのか否か
を数理的にどのように表し，それが工学的な現象とどのように
対応するのか？前者（どのように壊れるの？）に対しては実験
という直接的な方法が挙げられますが，規模の大きな橋梁等
の構造物に対しては物理的にも経済的にも現実的ではありま
せん。この場合，数値シミュレーションによる評価が考えられ
ます。しかし，そのシミュレーションの信頼性や精度はやはり，

リアルな現象と比較しなければ分かりません。本研究は，構造
物の崩壊挙動を対象とした振動台実験に基づき精度検証が
なされた信頼性の高いシミュレーション手法とスーパーコン
ピュータの大規模な計算能力を合わせることで，実大構造の
実験に準ずるレベルの信頼性の高い評価手法を実現し，こ
れを用いて地震時における複雑な構造物の崩壊性状の解明
と設計法の確立を目指しています。

・構造諸元の不確実性を考慮した崩壊制御機構の開発
・地震後の早期復旧の実現を目指した免震・制震機構の開発
・積層ゴム支承の破壊挙動


